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(57)【要約】
【課題】均一な輝度の映像を表示できる画素およびこれ
を用いた有機電界発光表示装置を提供する。
【解決手段】有機発光ダイオードＯＬＥＤと、第１電源
ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードとの間に接続され、第
１電源から有機発光ダイオードに供給される電流量を制
御するための第２トランジスタＭ２と、第２トランジス
タの第１電極と第１電源との間に接続され、発光制御線
に発光制御信号が供給される時にターンオフされる第３
トランジスタＭ３と、第２トランジスタのゲート電極と
データ線Ｄｍとの間に接続され、走査線Ｓｎに走査信号
が供給される時にターンオンされる第１トランジスタＭ
１と、第２トランジスタのゲート電極と第１電極との間
に接続される第１キャパシタＣ１と、第２トランジスタ
の第１電極と第１電源との間に接続される第２キャパシ
タＣ２とを備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードと、
　第１電源と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記第１電源から前記有機発光
ダイオードに供給される電流量を制御するための第２トランジスタと、
　前記第２トランジスタの第１電極と前記第１電源との間に接続され、発光制御線に発光
制御信号が供給される時にターンオフされる第３トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極とデータ線との間に接続され、走査線に走査信号が
供給される時にターンオンされる第１トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と第１電極との間に接続される第１キャパシタと、
　前記第２トランジスタの第１電極と前記第１電源との間に接続される第２キャパシタと
、
　を備えることを特徴とする画素。
【請求項２】
　前記第２キャパシタは、前記第１キャパシタより大きい容量であることを特徴とする請
求項１に記載の画素。
【請求項３】
　前記第２キャパシタの容量は、前記第１キャパシタの容量より２倍～１０倍大きいこと
を特徴とする請求項２に記載の画素。
【請求項４】
　走査線に走査信号を順次供給し、発光制御線に発光制御信号を順次供給するための走査
駆動部と、
　データ線に初期化電源およびデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、
　前記データ線および走査線の交差部に位置する画素と、
を備え、
　前記画素のそれぞれは、
　有機発光ダイオードと、
　第１電源と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記第１電源から前記有機発光
ダイオードに供給される電流量を制御するための第２トランジスタと、
　前記第２トランジスタの第１電極と前記第１電源との間に接続され、前記発光制御信号
が供給される時にターンオフされる第３トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極とデータ線との間に接続され、前記走査信号が供給
される時にターンオンされる第１トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と第１電極との間に接続される第１キャパシタと、
　前記第２トランジスタの第１電極と前記第１電源との間に接続される第２キャパシタと
を備えることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記第２キャパシタは、前記第１キャパシタより大きい容量であることを特徴とする請
求項４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記第２キャパシタの容量は、前記第１キャパシタの容量より２倍～１０倍大きいこと
を特徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記走査駆動部は、ｉ（ｉは自然数）番目の走査線に走査信号が供給される期間の一部
の期間である第１期間を除いた残りの期間である第２期間および第３期間にｉ番目の発光
制御線に発光制御信号を供給することを特徴とする請求項４に記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項８】
　前記ｉ番目の発光制御線に供給される前記発光制御信号は、前記ｉ番目の走査線に前記
走査信号の供給が中断された後に供給が中断されることを特徴とする請求項７に記載の有
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機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記データ駆動部は、前記第１期間および第２期間に前記データ線に前記初期化電源を
供給し、前記第３期間に前記データ線に前記データ信号を供給することを特徴とする請求
項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記初期化電源の電圧は、前記データ信号の電圧より高い電圧に設定されることを特徴
とする請求項４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記初期化電源の電圧は、前記第１電源の電圧より低い電圧に設定されることを特徴と
する請求項１０に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画素およびこれを用いた有機電界発光表示装置に関し、特に駆動トランジスタ
の閾値電圧および第１電源の電圧降下を補償できる画素およびこれを用いた有機電界発光
表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減ら
すことができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装
置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、電界放出表示装
置（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、プラズマ表示パ
ネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）および有機電界発光表示装置（Ｏｒ
ｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ)などが挙
げられる。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は電子と正孔の再結合によって光を発生す
る有機発光ダイオードを用いて映像を表示する。このような有機電界発光表示装置は、速
い応答速度を有すると同時に、低い消費電力で駆動されるという長所がある。
【０００４】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【０００５】
　図１を参照すれば、従来の有機電界発光表示装置の画素４は、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、データ線Ｄｍおよび走査線Ｓｎに接続されて有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御
するための画素回路２とを備える。
【０００６】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路２に接続され、カソード電極は
第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素回路
２から供給される電流に対応して所定の輝度の光を生成する。
【０００７】
　画素回路２は走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にデータ線Ｄｍに供給されるデータ
信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。このために
、画素回路２は第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続された第
２トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍおよび走査線Ｓｎの間に接
続された第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極との間
に接続されたストレージキャパシタＣｓｔとを備える。
【０００８】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄｍ
に接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極はストレージキャパシタＣｓｔ
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の一方の端子に接続される。ここで、第１電極はソース電極およびドレイン電極のいずれ
かの電極でよく、第２電極は第１電極と異なる電極である。たとえば、第１電極がソース
電極であるとすると、第２電極はドレイン電極である。走査線Ｓｎおよびデータ線Ｄｍに
接続された第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎから走査信号が供給された時にターンオ
ンされてデータ線Ｄｍから供給されるデータ信号をストレージキャパシタＣｓｔに供給す
る。このとき、ストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応する電圧を充電する。
【０００９】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの一方の端子に接
続され、第１電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの他方の端子および第１電源ＥＬＶＤ
Ｄに接続される。そして、第２トランジスタＭ２の第２電極は、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤのアノード電極に接続される。このような第２トランジスタＭ２は、ストレージキャ
パシタＣｓｔに格納された電圧値に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオード
ＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。このとき、有機発光
ダイオードＯＬＥＤは、第２トランジスタＭ２から供給される電流量に対応する光を発生
する。
【００１０】
　しかしながら、このような従来の有機電界発光表示装置の画素４は、均一な輝度の映像
を表示できないという問題を有する。すなわち、画素４のそれぞれに含まれている第２ト
ランジスタＭ２（駆動トランジスタ）の閾値電圧は工程バラツキなどによって画素４ごと
に異なりうる。このように駆動トランジスタの閾値電圧が異なると、多数の画素４に同一
階調に対応するデータ信号を供給しても駆動トランジスタの閾電圧のバラツキによって互
いに異なる輝度の光が有機発光ダイオードＯＬＥＤで発生する。
【００１１】
　また、従来から第１電源ＥＬＶＤＤの電圧降下によってパネルに形成される画素４の位
置によって第１電源ＥＬＶＤＤの電圧が異なるという問題がある。このように、画素４の
位置に応じて第１電源ＥＬＶＤＤの電圧が異なると、均一な輝度の映像を表示できない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】大韓民国特許出願公開第２００５－０１０５５３４号明細書
【特許文献２】特開２００５－１５７２６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、駆動トランジスタの閾
値電圧および電源の電圧降下を補償できるようにした画素およびこれを用いた有機電界発
光表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　前記目的を達成するために、本発明に係る画素は、有機発光ダイオードと、第１電源と
前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記第１電源から前記有機発光ダイオードに
供給される電流量を制御するための第２トランジスタと、前記第２トランジスタの第１電
極と前記第１電源との間に接続され、発光制御線に発光制御信号が供給される時にターン
オフされる第３トランジスタと、前記第２トランジスタのゲート電極とデータ線との間に
接続され、走査線に走査信号が供給される時にターンオンされる第１トランジスタと、前
記第２トランジスタのゲート電極と第１電極との間に接続される第１キャパシタと、前記
第２トランジスタの第１電極と前記第１電源との間に接続される第２キャパシタとを備え
る。
【００１５】
　好ましくは、前記第２キャパシタは、前記第１キャパシタより大きい容量にする。前記
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第２キャパシタの容量は、前記第１キャパシタの容量より２倍～１０倍大きくする。
【００１６】
　本発明に係る有機電界発光表示装置は、走査線に走査信号を順次供給し、発光制御線に
発光制御信号を順次供給するための走査駆動部と、データ線に初期化電源およびデータ信
号を供給するためのデータ駆動部と、前記データ線および走査線の交差部に位置する画素
とを備え、前記画素のそれぞれは有機発光ダイオードと、第１電源と前記有機発光ダイオ
ードとの間に接続され、前記第１電源から前記有機発光ダイオードに供給される電流量を
制御するための第２トランジスタと、前記第２トランジスタの第１電極と前記第１電源と
の間に接続され、前記発光制御信号が供給される時にターンオフされる第３トランジスタ
と、前記第２トランジスタのゲート電極とデータ線との間に接続され、前記走査信号が供
給される時にターンオンされる第１トランジスタと、前記第２トランジスタのゲート電極
と第１電極との間に接続される第１キャパシタと、前記第２トランジスタの第１電極と前
記第１電源との間に接続される第２キャパシタとを備える。
【００１７】
　好ましくは、前記走査駆動部は、ｉ（ｉは自然数）番目の走査線に走査信号が供給され
る期間の一部の期間である第１期間を除いた残りの期間である第２期間および第３期間に
ｉ番目の発光制御線に発光制御信号を供給する。前記ｉ番目の発光制御線に供給される前
記発光制御信号は、前記ｉ番目の走査線に前記走査信号の供給が中断された後に供給が中
断される。前記データ駆動部は、前記第１期間および第２期間に前記データ線に前記初期
化電源を供給し、前記第３期間に前記データ線に前記データ信号を供給する。前記初期化
電源の電圧は、前記データ信号の電圧より高い電圧に設定される。前記初期化電源の電圧
は、前記第１電源の電圧より低い電圧に設定される。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る画素およびこれを用いた有機電界発光表示装置によれば、駆動トランジス
タの閾値電圧および電源の電圧降下を補償して均一な輝度の映像を表示できるという効果
を奏する。また、本発明に係る画素は簡単な回路で構成されるという長所がある。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】従来の画素を示す回路図である。
【図２】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【図３】図２に示した走査駆動部及びデータ駆動部から供給される駆動波形を示す波形図
である。
【図４】図２に示した画素の実施形態を示す回路図である。
【図５】図４に示した画素の駆動波形を示す波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付の図２～５を参照して、本発明に係る実施形態について説明する。ここで、
第１構成要素と第２構成要素が連結されると説明したときは、第１構成要素は第２構成要
素と直接連結される場合と、第３構成要素を介して第２構成要素と間接的に連結される場
合との両方を意味する。また、本発明の理解を容易とするために、必須でない構成要素は
発明の明確性の観点から省略する。同一部分には同一符号を付す。
【００２１】
　図２は、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【００２２】
　図２を参照すれば、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～Ｓ
ｎおよびデータ線Ｄ１～Ｄｍの交差部に位置する画素１４０を含む画素部１３０と、走査
線Ｓ１～Ｓｎおよび発光制御線Ｅ１～Ｅｎを駆動するための走査駆動部１１０と、データ
線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ駆動部１２０と、走査駆動部１１０およびデータ駆
動部１２０を制御するためのタイミング制御部１５０と、を備える。
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【００２３】
　走査駆動部１１０は、タイミング制御部１５０から走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受
ける。走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受けた走査駆動部１１０は、図３のように、走査
線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順次供給する。また、走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受けた
走査駆動部１１０は、発光制御線Ｅ１～Ｅｎに発光制御信号を順次供給する。ここで、ｉ
（ｉは自然数）番目の発光制御線Ｅｉに供給される発光制御信号は、ｉ番目の走査線Ｓｉ
に走査信号の供給が開始された後に供給が開始され、ｉ番目の走査線Ｓｉに走査信号の供
給が中断された後に、供給が中断される。そして、走査信号はローレベル（またはハイレ
ベル）の電圧に設定され、発光制御信号はハイレベル（またはローレベル）の電圧に設定
される。
【００２４】
　データ駆動部１２０は、タイミング制御部１５０からデータ駆動制御信号ＤＣＳおよび
データＤａｔａの供給を受ける。データ駆動制御信号ＤＣＳおよびデータＤａｔａの供給
を受けたデータ駆動部１２０はデータ信号ＤＳを生成し、生成されたデータ信号ＤＳをデ
ータ線Ｄ１～Ｄｍに供給する。ここで、データ駆動部１２０は、走査信号の供給が開始さ
れてから走査信号と発光制御信号とが重なる期間の一部の期間にデータ線Ｄ１～Ｄｍに初
期化電源Ｖｉｎｔを供給する。そして、データ駆動部１２０は走査信号と発光制御信号と
が重なる期間の残りの期間にデータ信号ＤＳを供給する。初期化電源Ｖｉｎｔの電圧はデ
ータ信号ＤＳの電圧より高く、第１電源ＥＬＶＤＤの電圧より低い電圧に設定される。
【００２５】
　タイミング制御部１５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信
号ＤＣＳおよび走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部１５０で生成され
たデータ駆動制御信号ＤＣＳは、データ駆動部１２０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣ
Ｓは、走査駆動部１１０に供給される。そして、タイミング制御部１５０は、外部から供
給されるデータＤａｔａをデータ駆動部１２０に供給する。
【００２６】
　画素部１３０は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤおよび第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受け
てそれぞれの画素１４０に供給する。第１電源ＥＬＶＤＤおよび第２電源ＥＬＶＳＳの供
給を受けたそれぞれの画素１４０は、データ信号ＤＳに対応する光を生成する。
【００２７】
　図４は、図２に示した画素の実施形態を示す図である。図４では説明の便宜上、第ｎの
走査線Ｓｎおよび第ｍのデータ線Ｄｍと接続された画素を示す。
【００２８】
　図４を参照すれば、本発明の実施形態に係る画素１４０は、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄと、データ線Ｄｍおよび走査線Ｓｎに接続されて有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給さ
れる電流量を制御するための画素回路１４２と、を備える。
【００２９】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路１４２に接続され、カソード電
極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素
回路１４２から供給される電流量に対応して所定の輝度の光を発生する。ここで、第２電
源ＥＬＶＳＳの電圧は、第１電源ＥＬＶＳＳの電圧より低い電圧に設定される。
【００３０】
　画素回路１４２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にデータ線Ｄｍに供給される
データ信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。この
ために、画素回路１４２は第１～第３トランジスタＭ１～Ｍ３、第１キャパシタＣ１およ
び第２キャパシタＣ２を備える。
【００３１】
　第１トランジスタＭ１の第１電極はデータ線Ｄｍに接続され、第２電極は第１ノードＮ
１（すなわち、第２トランジスタＭ２のゲート電極）に接続される。そして、第１トラン
ジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続される。このような第１トランジスタＭ１は
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走査線Ｓｎに走査信号が供給された時にターンオンされてデータ線Ｄｍに供給される初期
化電源またはデータ信号を第１ノードＮ１に供給する。
【００３２】
　第２トランジスタＭ２の第１電極は第２ノードＮ２（すなわち、第３トランジスタＭ３
の第２電極）に接続され、第２電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続
される。そして、第２トランジスタＭ２のゲート電極は第１ノードＮ１に接続される。こ
のような第２トランジスタＭ２は、第１ノードＮ１に印加される電圧に対応する電流を有
機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。
【００３３】
　第３トランジスタＭ３の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は第２ノ
ードＮ２に接続される。そして、第３トランジスタＭ３のゲート電極は発光制御線Ｅｎに
接続される。このような第３トランジスタＭ３は発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給さ
れる時にターンオフされ、発光制御信号が供給されない時にターンオンされる。
【００３４】
　第１キャパシタＣ１は、第１ノードＮ１と第２ノードＮ２との間に接続される。このよ
うな第１キャパシタＣ１は、データ信号および第２トランジスタＭ２の閾値電圧に対応す
る電圧を格納する。
【００３５】
　第２キャパシタＣ２は、第１電源ＥＬＶＤＤと第２ノードＮ２との間に位置する。この
ような第２キャパシタＣ２は、第２ノードＮ２の電圧を安定的に維持する。このために、
第２キャパシタＣ２は第１キャパシタＣ１より大きい容量を有するように形成される。例
えば、第２キャパシタＣ２は第１キャパシタＣ１より２～１０倍以上の容量を有するよう
に形成される。実験的に、画素１４０の内部に含まれる第２キャパシタＣ２は解像度およ
びパネルの大きさによって異なるが、第１キャパシタＣ１より２～１０倍以上の容量を有
するように設定されることができる。
【００３６】
　このような画素１４０の動作過程を図５の波形図と結びつけて詳細に説明する。まず、
走査線Ｓｎに走査信号が供給されて第１トランジスタＭ１がターンオンされる。そして、
走査線Ｓｎに走査信号が供給される期間のうち第１期間Ｔ１にデータ線Ｄｍに初期化電源
Ｖｉｎｔが供給される。
【００３７】
　第１期間Ｔ１にデータ線Ｄｍに供給された初期化電源Ｖｉｎｔは、第１トランジスタＭ
１を経由して第１ノードＮ１に供給される。第１期間Ｔ１に第３トランジスタＭ３がター
ンオン状態を維持するので、第２ノードＮ２は第１電源ＥＬＶＤＤの電圧を維持する。こ
こで、初期化電源Ｖｉｎｔが第１電源ＥＬＶＤＤより低い電圧値に設定されるため、第２
トランジスタＭ２はターンオンされる。
【００３８】
　走査線Ｓｎに走査信号が供給される期間のうち第２期間Ｔ２に発光制御線Ｅｎに発光制
御信号が供給されて第３トランジスタＭ３がターンオフされる。第３トランジスタＭ３が
ターンオフされると、初期状態で第２トランジスタＭ２がターンオン状態を維持する。そ
して、第２ノードＮ２と第１ノードＮ１の電圧差が閾値電圧に設定されるとき、第２トラ
ンジスタＭ２がターンオフされる。すなわち、第２期間Ｔ２に第１キャパシタＣ１には第
２トランジスタＭ２の閾値電圧に対応する電圧が充電される。
【００３９】
　走査線Ｓｎに走査信号が供給される期間のうち、第３期間Ｔ３にデータ線Ｄｍにデータ
信号ＤＳが供給される。第３期間Ｔ３にデータ線Ｄｍに供給されたデータ信号ＤＳは第１
トランジスタＭ１を経由して第１ノードＮ１に供給される。データ信号ＤＳが第１ノード
Ｎ１に供給されると、第１ノードＮ１の電圧は初期化電源Ｖｉｎｔからデータ信号ＤＳの
電圧に下降する。このとき、第２ノードＮ２は第２期間Ｔ２に印加された電圧を維持する
。すると、第１キャパシタＣ１には第２トランジスタＭ２の閾値電圧およびデータ信号に
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対応する電圧が充電される。つまり、第２キャパシタＣ２は第１キャパシタＣ１より大き
い容量に設定される。したがって、第１ノードＮ１の電圧が変わっても第２ノードＮ２の
電圧は第２期間Ｔ２に印加された電圧を維持する。
【００４０】
　その後、走査線Ｓｎに供給される走査信号の供給が中断されて第１トランジスタＭ１が
ターンオフされる。第１トランジスタＭ１がターンオフされると、第１ノードＮ１がフロ
ーティング状態に設定される。第１トランジスタＭ１がターンオフされた後、発光制御線
Ｅｎに発光制御信号の供給が中断されて第３トランジスタＭ３がターンオンされる。第３
トランジスタＭ３がターンオンされると、第２トランジスタＭ２は第１ノードＮ１に印加
された電圧に対応する電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。
【００４１】
　一方、第３トランジスタＭ３がターンオンされると、第２ノードＮ２に第１電源ＥＬＶ
ＤＤの電圧が供給される。このとき、フローティング状態に設定された第１ノードＮ１の
電圧も第２ノードＮ２の電圧上昇分に対応して上昇する。すなわち、第１キャパシタＣ１
に充電された電圧は第３トランジスタＭ３がターンオンされても以前期間に充電された電
圧を維持する。
【００４２】
　そして、第２ノードＮ２に第１電源ＥＬＶＤＤの電圧が供給されるとき、第１ノードＮ
１がフローティング状態に設定されるため、画素１４０の設置位置に対応して発生する第
１電源ＥＬＶＤＤの電圧降下を補償できる。すなわち、第２ノードＮ２の電圧上昇分に対
応して第１ノードＮ１の電圧が上昇するため、第１電源ＥＬＶＤＤの電圧降下と関係なく
所望の輝度の映像を表示できる。
【００４３】
　以上説明したように、本発明の最も好ましい実施の形態について説明したが、本発明は
、上記実施形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、または明細書に
開示された発明の要旨に基づき、当業者によって様々な変形や変更が可能であることはも
ちろんであり、かかる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００４４】
　　２、１４２　　画素回路、
　　４、１４０　　画素、
　　１３０　　画素部。
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